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第 3 7回地方委員会を開催

　2024 年 2 月 6 日（火）に鯖江市・サンドーム福井「小ホール」にて各構成組織から地方委

員・特別地方委員の出席のもと、第 37 回地方委員会を開催しました。

　冒頭のあいさつに立った矢野会長は、2024 春闘について、「物価の高騰に賃上げが追い付

いていない状況を打破するためにも、継続的な賃上げが絶対条件である。大手組合の牽引と

中小・零細への波及、人事院勧告を含めたサプライチェーンに重点を置いた真の民主的運

動の実践により、安心して働くことができる世の中を作っていきたい。」と話しました。

　続いて、政治についても言及し、「昨年末には、政治資金規正法違反による政治とカネの問

題が発覚するなど、国民不在の政治が繰り返されている。現状を打開するためにも、国民目

線の政治を目指した二大政党体制による対極政治を作っていかなければならない。連合と

しては、我々の支持する立憲民主党、国民民主党に対して、あやふやな立ち位置ではなく毅

然とした態度を示す必要があり、改めて緊張感や改革の気迫のある政治を求めていきた

い。」と述べました。

　今委員会は、議長団に選出された岩本地方委員（県教組）と大橋地方委員（情報労連）によ

り議事が進められ、主要活動報告・春闘方針（案）ともに満場一致で承認・可決されました。

　最後に、飯塚執行委員から地方委員会アピール（案）が上程され、全員の拍手で採択された

後、矢野会長によるガンバロー三唱で締めくくりました。

　今回確認された方針に則って、2024 春闘、そして組織運動に一丸となって取り組んでいき

ましょう。
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連合福井2024春闘方針を
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PDFでのダウンロードも可能!
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～2024春季生活闘争方針を決定～



　2月 6日（火）～ 7日（水）に実施した「全国一斉集中労働相談

ホットライン」の周知のための街頭行動を地協ごとに行いました。

今回は、“雇用不安”をテーマに解雇や雇止め、シフト削減の悩みを

中心に、労働相談窓口を活用してもらえるよう呼びかけました。

　また、2024 春闘に向け全国統一の賃上げムードの醸成を目的と

した「連合アクション」の取り組みも同時に行い、「ベースアップ」

＝「ベア」にちなんで“熊”のスポンジを配布しました。

　引き続き、安心して働き、暮らせる社会の実現のために一緒に声を上げていきましょう。

　令和 6年能登半島地震の被災地への支援の一つとして、県内 3か所の街頭で救援カンパを呼びかけました。お忙

しい時間にも関わらず、立ち止まり募金にご協力いただいた皆さまに感謝申し上げます。

　お預かりしたカンパ金は、連合本部の救援カンパ窓口等に全額振り込み、被災地へ義援金として拠出されます。

能登半島地震への緊急カンパも実施しました能登半島地震への緊急カンパも実施しました

労働相談ホットライン&連合アクションの街頭行動


